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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 異 な る 周 波 数 帯 域 の 電 波 を 送 受 信 す る た め の ア ン テ ナ 共 用 器 で あ っ て 、 第 １ の 周
波 数 帯 域 の 信 号 の 通 過 を 阻 止 す る 第 １ ト ラ ッ プ 回 路 が 、 第 １ 端 子 (24)と ア ン テ ナ 接 続 端 子
(21)と の 間 に 配 備 さ れ る と 共 に 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 と は 異 な る 第 ２ の 周 波 数 帯 域 の 信
号 の 通 過 を 阻 止 す る 第 ２ ト ラ ッ プ 回 路 が 、 第 ２ 端 子 (23)と 前 記 ア ン テ ナ 接 続 端 子 (21)と の
間 に 配 備 さ れ 、 前 記 第 １ 端 子 (24)に は 、 前 記 第 ２ の 周 波 数 帯 域 及 び こ れ に 隣 接 す る 第 ３ の
周 波 数 帯 域 の 信 号 の 送 受 信 を 行 な う た め の 第 ２ 送 受 信 回 路 (４ )が 接 続 さ れ る と 共 に 、 第 ２
端 子 (23)に は 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 の 信 号 の 送 受 信 を 行 な う た め の 第 １ 送 受 信 回 路 (３ )
が 接 続 さ れ て い る ア ン テ ナ 共 用 器 に お い て 、
　 前 記 第 １ 送 受 信 回 路 (３ )は 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 の 受 信 信 号 が 通 過 す べ き 受 信 ラ イ ン
(30a)と 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 の 送 信 信 号 が 通 過 す べ き 送 信 ラ イ ン (30b)と を 有 し 、 前 記
受 信 ラ イ ン (30a)に は 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 の 送 信 信 号 の 波 長 の ４ 分 の １ の 長 さ に 相 当
す る マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (36)が 直 列 に 介 在 し 、 該 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (36)か
ら 受 信 ラ イ ン (30a)の 終 端 の 受 信 側 信 号 端 子 (33)へ 至 る 接 続 線 路 に 第 １ ダ イ オ ー ド ス イ ッ
チ (37)の 一 端 が 接 続 さ れ る と 共 に 、 他 端 が 接 地 さ れ 、 前 記 送 信 ラ イ ン (30b)に は 、 第 ２ ダ
イ オ ー ド ス イ ッ チ (38)が 直 列 に 介 在 し 、 該 第 ２ ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ (38)と 前 記 第 ２ 端 子 (2
3)と の 間 に は 、 前 記 第 ３ の 周 波 数 帯 域 の 通 過 を 阻 止 す る 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 (5a)が 介
在 し 、 該 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 (5a)は イ ン ダ ク タ と コ ン デ ン サ か ら 構 成 さ れ 、 該 イ ン ダ ク タ と
コ ン デ ン サ の 内 、 何 れ か 一 方 の 受 動 素 子 が 、 前 記 第 ２ ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ (38)と 前 記 第 ２
端 子 (23)と の 間 に 介 在 し 、 該 一 方 の 受 動 素 子 と 第 ２ ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ (38)と の 間 の 接 続
線 路 に 他 方 の 受 動 素 子 の 一 端 が 接 続 さ れ る と 共 に 、 他 端 が 接 地 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る ア ン テ ナ 共 用 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 複 数 の 異 な る 周 波 数 帯 域 の 電 波 を 送 受 信 す る た め の ア ン テ ナ 共 用 器 で あ っ て 、 第 １ の 周
波 数 帯 域 の 信 号 の 通 過 を 阻 止 す る 第 １ ト ラ ッ プ 回 路 が 、 第 １ 端 子 (24)と ア ン テ ナ 接 続 端 子
(21)と の 間 に 配 備 さ れ る と 共 に 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 と は 異 な る 第 ２ の 周 波 数 帯 域 の 信
号 の 通 過 を 阻 止 す る 第 ２ ト ラ ッ プ 回 路 が 、 第 ２ 端 子 (23)と 前 記 ア ン テ ナ 接 続 端 子 (21)と の
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間 に 配 備 さ れ 、 前 記 第 １ 端 子 (24)に は 、 前 記 第 ２ の 周 波 数 帯 域 及 び こ れ に 隣 接 す る 第 ３ の
周 波 数 帯 域 の 信 号 の 送 受 信 を 行 な う た め の 第 ２ 送 受 信 回 路 (４ )が 接 続 さ れ る と 共 に 、 第 ２
端 子 (23)に は 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 の 信 号 の 送 受 信 を 行 な う た め の 第 １ 送 受 信 回 路 (３ )
が 接 続 さ れ て い る ア ン テ ナ 共 用 器 に お い て 、
　 前 記 第 １ 送 受 信 回 路 (３ )は 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 の 受 信 信 号 が 通 過 す べ き 受 信 ラ イ ン
(30a)と 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 の 送 信 信 号 が 通 過 す べ き 送 信 ラ イ ン (30b)と を 有 し 、 前 記
送 信 ラ イ ン (30b)に は 、 第 ２ ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ (38)が 直 列 に 介 在 す る 一 方 、 前 記 受 信 ラ
イ ン (30a)に は 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 の 送 信 信 号 の 波 長 の ４ 分 の １ の 長 さ に 相 当 す る マ
イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (36)が 直 列 に 介 在 す る と 共 に 、 該 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (36)
と 受 信 ラ イ ン (30a)の 終 端 の 受 信 側 信 号 端 子 (33)と の 間 に は 、 前 記 第 ３ の 周 波 数 帯 域 の

通 過 を 阻 止 す る 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 (5b)が 介 在 し 、 該 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 (5b)は イ ン ダ ク
タ と コ ン デ ン サ を 互 い に 並 列 接 続 し て 構 成 さ れ 、 該 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 (5b)と マ イ ク ロ ス ト
リ ッ プ ラ イ ン (36)の 間 の 接 続 線 路 に 第 １ ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ (37)の 一 端 が 接 続 さ れ る 一 方
、 他 端 が 接 地 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ア ン テ ナ 共 用 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 複 数 の 異 な る 周 波 数 帯 域 の 電 波 を 送 受 信 す る た め の ア ン テ ナ 共 用 器 で あ っ て 、 第 １ の 周
波 数 帯 域 の 信 号 の 通 過 を 阻 止 す る 第 １ ト ラ ッ プ 回 路 が 、 第 １ 端 子 (24)と ア ン テ ナ 接 続 端 子
(21)と の 間 に 配 備 さ れ る と 共 に 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 と は 異 な る 第 ２ の 周 波 数 帯 域 の 信
号 の 通 過 を 阻 止 す る 第 ２ ト ラ ッ プ 回 路 が 、 第 ２ 端 子 (23)と 前 記 ア ン テ ナ 接 続 端 子 (21)と の
間 に 配 備 さ れ 、 前 記 第 １ 端 子 (24)に は 、 前 記 第 ２ の 周 波 数 帯 域 及 び こ れ に 隣 接 す る 第 ３ の
周 波 数 帯 域 の 信 号 の 送 受 信 を 行 な う た め の 第 ２ 送 受 信 回 路 (４ )が 接 続 さ れ る と 共 に 、 第 ２
端 子 (23)に は 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 の 信 号 の 送 受 信 を 行 な う た め の 第 １ 送 受 信 回 路 (３ )
が 接 続 さ れ て い る ア ン テ ナ 共 用 器 に お い て 、
　 前 記 第 １ 送 受 信 回 路 (３ )は 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 の 受 信 信 号 が 通 過 す べ き 受 信 ラ イ ン
(30a)と 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 の 送 信 信 号 が 通 過 す べ き 送 信 ラ イ ン (30b)と を 有 し 、 前 記
送 信 ラ イ ン (30b)に は 、 第 ２ ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ (38)が 直 列 に 介 在 す る 一 方 、 前 記 受 信 ラ
イ ン (30a)に は 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 の 送 信 信 号 の 波 長 の ４ 分 の １ の 長 さ に 相 当 す る マ
イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (36)が 直 列 に 介 在 す る と 共 に 、 該 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (36)
か ら 受 信 ラ イ ン (30a)の 終 端 の 受 信 側 信 号 端 子 (33)へ 至 る 接 続 線 路 に は 、 前 記 第 ３ の 周 波
数 帯 域 の 通 過 を 阻 止 す る 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 (5c)が 接 続 さ れ 、 該 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 (5
c)は イ ン ダ ク タ と コ ン デ ン サ を 互 い に 直 列 に 接 続 し て 構 成 さ れ 、 該 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 (5c)
の 一 端 が 前 記 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (36)か ら 受 信 ラ イ ン (30a)の 終 端 の 受 信 側 信 号 端
子 (33)へ 至 る 接 続 線 路 に 接 続 さ れ る 一 方 、 他 端 が 接 地 さ れ て お り 、 該 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 (5
c)と マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (36)の 間 の 接 続 線 路 に 第 １ ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ (37)の 一 端
が 接 続 さ れ る 一 方 、 他 端 が 接 地 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ア ン テ ナ 共 用 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 複 数 の 異 な る 周 波 数 帯 域 の 電 波 を 送 受 信 す る た め の ア ン テ ナ 共 用 器 で あ っ て 、 第 １ の 周
波 数 帯 域 の 信 号 の 通 過 を 阻 止 す る 第 １ ト ラ ッ プ 回 路 が 、 第 １ 端 子 (24)と ア ン テ ナ 接 続 端 子
(21)と の 間 に 配 備 さ れ る と 共 に 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 と は 異 な る 第 ２ の 周 波 数 帯 域 の 信
号 の 通 過 を 阻 止 す る 第 ２ ト ラ ッ プ 回 路 が 、 第 ２ 端 子 (23)と 前 記 ア ン テ ナ 接 続 端 子 (21)と の
間 に 配 備 さ れ 、 前 記 第 １ 端 子 (24)に は 、 前 記 第 ２ の 周 波 数 帯 域 及 び こ れ に 隣 接 す る 第 ３ の
周 波 数 帯 域 の 信 号 の 送 受 信 を 行 な う た め の 第 ２ 送 受 信 回 路 (４ )が 接 続 さ れ る と 共 に 、 第 ２
端 子 (23)に は 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 の 信 号 の 送 受 信 を 行 な う た め の 第 １ 送 受 信 回 路 (３ )
が 接 続 さ れ て い る ア ン テ ナ 共 用 器 に お い て 、
　 前 記 第 １ 送 受 信 回 路 (３ )は 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 の 受 信 信 号 が 通 過 す べ き 受 信 ラ イ ン
(30a)と 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 の 送 信 信 号 が 通 過 す べ き 送 信 ラ イ ン (30b)と を 有 し 、 前 記
受 信 ラ イ ン (30a)に は 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 の 送 信 信 号 の 波 長 の ４ 分 の １ の 長 さ に 相 当
す る マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (36)が 直 列 に 介 在 し 、 該 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (36)か
ら 受 信 ラ イ ン (30a)の 終 端 の 受 信 側 信 号 端 子 (33)へ 至 る 接 続 線 路 に 第 １ ダ イ オ ー ド ス イ ッ
チ (37)の 一 端 が 接 続 さ れ る 一 方 、 他 端 が 接 地 さ れ 、 前 記 送 信 ラ イ ン (30b)に は 、 第 ２ ダ イ
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オ ー ド ス イ ッ チ (38)が 直 列 に 介 在 し 、 該 第 ２ ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ (38)と 前 記 第 ２ 端 子 (23)
と の 間 に は 、 前 記 第 ３ の 周 波 数 帯 域 の 信 号 の 波 長 の ４ 分 の １ の 長 さ に 相 当 す る マ イ ク ロ ス
ト リ ッ プ ラ イ ン (51)が 介 在 し 、 該 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (51)に よ り 、 前 記 第 ３ の 周 波
数 帯 域 の 通 過 を 阻 止 す る 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 (5d)が 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
ア ン テ ナ 共 用 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 積 層 基 板 を 用 い て モ ジ ュ ー ル 化 さ れ 、 前 記 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 は 、 前 記 第 １ ダ イ オ ー ド ス
イ ッ チ (37)及 び 第 ２ ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ (38)と 共 に 、 積 層 基 板 の 表 面 に 設 け ら れ て い る 請
求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の 何 れ か に 記 載 の ア ン テ ナ 共 用 器 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 第 ２ 送 受 信 回 路 (４ )は 、 Ｄ Ｃ Ｓ の 送 受 信 を 切 り 換 え る た め の ２ つ の ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ
(47)(48)を 有 す る ス イ ッ チ ン グ 回 路 (41)と 、 Ｄ Ｃ Ｓ の 送 信 回 路 か ら の 不 要 な を 遮 断
す る た め の ロ ー パ ス フ ィ ル タ 回 路 (42)と か ら な り 、 Ｄ Ｃ Ｓ の 受 信 回 路 に 受 信 信 号 を 出 力 す
る た め の 受 信 側 信 号 端 子 (43)と 、 Ｄ Ｃ Ｓ の 送 信 回 路 か ら の 送 信 信 号 が 入 力 さ れ る べ き 送 信
側 信 号 端 子 (44)と 、 前 記 ２ つ の ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ (47)(48)の オ ン ／ オ フ を 制 御 す る た め
の 信 号 が 入 力 さ れ る べ き 制 御 端 子 (45)と を 有 し て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 と こ ろ で 、 近 年 、 携 帯 電 話 機 に お い て は 、 １ ９ ０ ０ Ｍ Ｈ ｚ 帯 を 利 用 し た Ｐ Ｃ Ｓ (Persona
l　 Communication　 Services)や 、 １ ９ ０ ０ ～ ２ １ ７ ０ Ｍ Ｈ ｚ 帯 を 利 用 し た Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ (
Wideband　 Code　 　 Multiple　 )等 の 新 し い 通 信 規 格 が 提 案 さ れ て お り 、
従 来 の Ｄ Ｃ Ｓ 及 び Ｇ Ｓ Ｍ に こ れ ら の 新 し い 通 信 規 格 を 加 え た ト リ プ ル バ ン ド タ イ プ 、 或 い
は ク ア ッ ド バ ン ド タ イ プ の ア ン テ ナ 共 用 器 の 開 発 が 必 要 と な っ て き て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 従 っ て 、 Ｇ Ｓ Ｍ の 受 信 時 、 或 い は Ｄ Ｃ Ｓ 及 び Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ の 送 受 信 時 に は 、 第 ２ ト ラ ッ
プ 回 路 に よ っ て Ｄ Ｃ Ｓ の 送 受 信 帯 域 に 周 波 数 を 有 す る 信 号 の 第 １ 送 受 信 回 路 (７ )側 へ の 通
過 が 阻 止 さ れ る と 共 に 、 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 (29)に よ っ て Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ の 送 受 信 帯 域 に 周 波
数 を 有 す る 信 号 の 第 １ 送 受 信 回 路 (７ )側 へ の 通 過 が 阻 止 さ れ る こ と に な る 。
　 上 記 ト リ プ ル バ ン ド タ イ プ の ア ン テ ナ 共 用 器 (6a)に よ れ ば 、 図 ２ １ に 示 す 如 く 、 Ｇ Ｓ Ｍ
の 受 信 時 に は 、 Ｄ Ｃ Ｓ 及 び Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ の 送 受 信 信 号 の 周 波 数 に 相 当 す る 帯 域 の 信 号 を 広
域 に 亘 っ て 充 分 に 減 衰 さ せ る こ と が 出 来 る 一 方 、 Ｄ Ｃ Ｓ 或 い は Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ の 受 信 時 に 、
Ｄ Ｃ Ｓ 及 び Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ の 送 受 信 信 号 が 第 １ 送 受 信 回 路 (７ )側 に 回 り 込 む こ と が な い の で
、 Ｄ Ｃ Ｓ 及 び Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ の 送 受 信 信 号 が 減 衰 さ れ る こ と が な く 、 良 好 な 送 受 信 性 能 が 得
ら れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ４ ６ ８ ０ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ０ ９ ４ ５ ４ 号 公 報
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【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 第 １ 送 受 信 回 路 (３ )は 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 の 受 信 信 号 が 通 過 す べ き 受 信 ラ イ ン
(30a)と 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 の 送 信 信 号 が 通 過 す べ き 送 信 ラ イ ン (30b)と を 有 し 、 前 記
受 信 ラ イ ン (30a)に は 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 の 送 信 信 号 の 波 長 の ４ 分 の １ の 長 さ に 相 当
す る マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (36)が 直 列 に 介 在 し 、 該 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (36)か
ら 受 信 ラ イ ン (30a)の 終 端 の 受 信 側 信 号 端 子 (33)へ 至 る 接 続 線 路 に 第 １ ダ イ オ ー ド ス イ ッ
チ (37)の 一 端 が 接 続 さ れ る と 共 に 、 他 端 が 接 地 さ れ て い る 。
　 送 信 ラ イ ン (30b)に は 、 第 ２ ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ (38)が 直 列 に 介 在 し 、 該 第 ２ ダ イ オ ー
ド ス イ ッ チ (38)と 前 記 第 ２ 端 子 (23)と の 間 に は 、 前 記 第 ３ の 周 波 数 帯 域 の 通 過 を 阻
止 す る 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 (5a)が 介 在 し 、 該 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 (5a)は イ ン ダ ク タ と コ ン デ ン
サ か ら 構 成 さ れ 、 該 イ ン ダ ク タ と コ ン デ ン サ の 内 、 何 れ か 一 方 の 受 動 素 子 が 、 前 記 第 ２ ダ
イ オ ー ド ス イ ッ チ (38)と 前 記 第 ２ 端 子 (23)と の 間 に 介 在 し 、 該 一 方 の 受 動 素 子 と 第 ２ ダ イ
オ ー ド ス イ ッ チ (38)と の 間 の 接 続 線 路 に 他 方 の 受 動 素 子 の 一 端 が 接 続 さ れ る と 共 に 、 他 端
が 接 地 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 他 の 具 体 的 構 成 に お い て 、 前 記 送 信 ラ イ ン (30b)に は 、 第 ２ ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ (38)が
直 列 に 介 在 す る 一 方 、 前 記 受 信 ラ イ ン (30a)に は 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 の 送 信 信 号 の 波
長 の ４ 分 の １ の 長 さ に 相 当 す る マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (36)が 直 列 に 介 在 し 、 該 マ イ ク
ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (36)と 受 信 ラ イ ン (30a)の 終 端 の 受 信 側 信 号 端 子 (33)の 間 に は 、 前 記
第 ３ の 周 波 数 帯 域 の 通 過 を 阻 止 す る 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 (5b)が 介 在 し 、 該 第 ３ ト ラ ッ
プ 回 路 (5b)は イ ン ダ ク タ と コ ン デ ン サ と を 互 い に 並 列 に 接 続 し て 構 成 さ れ 、 該 第 ３ ト ラ ッ
プ 回 路 (5b)と マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (36)の 間 の 接 続 線 路 に 第 １ ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ (3
7)の 一 端 が 接 続 さ れ る 一 方 、 他 端 が 接 地 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 又 、 他 の 具 体 的 構 成 に お い て 、 前 記 送 信 ラ イ ン (30b)に は 、 第 ２ ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ (38
)が 直 列 に 介 在 す る 一 方 、 前 記 受 信 ラ イ ン (30a)に は 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 の 送 信 信 号 の
波 長 の ４ 分 の １ の 長 さ に 相 当 す る マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (36)が 直 列 に 介 在 し 、 該 マ イ
ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (36)か ら 受 信 ラ イ ン (30a)の 終 端 の 受 信 側 信 号 端 子 (33)へ 至 る 接 続
線 路 に は 、 前 記 第 ３ の 周 波 数 帯 域 の 通 過 を 阻 止 す る 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 (5c)が 接 続 さ
れ 、 該 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 (5c)は イ ン ダ ク タ と コ ン デ ン サ を 互 い に 直 列 に 接 続 し て 構 成 さ れ
、 該 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 (5c)の 一 端 が 前 記 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (36)か ら 受 信 ラ イ ン (3
0a)の 終 端 の 受 信 側 信 号 端 子 (33)へ 至 る 接 続 線 路 に 接 続 さ れ る 一 方 、 他 端 が 接 地 さ れ て お
り 、 該 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 (5c)と マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (36)の 間 の 接 続 線 路 に 第 １ ダ イ
オ ー ド ス イ ッ チ (37)の 一 端 が 接 続 さ れ る 一 方 、 他 端 が 接 地 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 更 に 他 の 具 体 的 構 成 に お い て 、 前 記 受 信 ラ イ ン (30a)に は 、 前 記 第 １ の 周 波 数 帯 域 の 送
信 信 号 の 波 長 の ４ 分 の １ の 長 さ に 相 当 す る マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (36)が 直 列 に 介 在 し
、 該 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (36)か ら 受 信 ラ イ ン (30a)の 終 端 の 受 信 側 信 号 端 子 (33)へ
至 る 接 続 線 路 に 第 １ ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ (37)の 一 端 が 接 続 さ れ る 一 方 、 他 端 が 接 地 さ れ 、
前 記 送 信 ラ イ ン (30b)に は 、 第 ２ ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ (38)が 直 列 に 介 在 し 、 該 第 ２ ダ イ オ
ー ド ス イ ッ チ (38)と 前 記 第 ２ 端 子 (23)と の 間 に は 、 前 記 第 ３ の 周 波 数 帯 域 の 信 号 の 波 長 の
４ 分 の １ の 長 さ に 相 当 す る マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (51)が 介 在 し 、 該 マ イ ク ロ ス ト リ ッ
プ ラ イ ン (51)に よ り 、 前 記 第 ３ の 周 波 数 帯 域 の 通 過 を 阻 止 す る 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 (5
d)が 構 成 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】

　 本 実 施 例 の ア ン テ ナ 共 用 器 (１ )は 、 Ｌ Ｔ Ｃ Ｃ 基 板 を 用 い て モ ジ ュ ー ル 化 さ れ て お り 、 図
１ に 示 す 如 く 、 ダ イ プ レ ク サ (２ )を 介 し て 、 低 周 波 帯 域 の Ｇ Ｓ Ｍ 信 号 の 送 受 信 を 行 な う た
め の 第 １ 送 受 信 回 路 (３ )と 、 高 周 波 帯 域 の Ｄ Ｃ Ｓ 及 び Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ の 信 号 の 送 受 信 を 行 な
う た め の 第 ２ 送 受 信 回 路 (４ )と を 並 列 に 接 続 し て 構 成 さ れ る 。
　 第 １ 送 受 信 回 路 (３ )は 、 Ｇ Ｓ Ｍ の 送 受 信 を 切 り 換 え る た め の ２ つ の ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ
(37)(38)を 有 す る ス イ ッ チ ン グ 回 路 (31)と 、 Ｇ Ｓ Ｍ の 送 信 回 路 か ら の 不 要 な を 遮 断
す る た め の ロ ー パ ス フ ィ ル タ 回 路 と か ら な り 、 Ｇ Ｓ Ｍ の 受 信 回 路 に 受 信 信 号 を 出 力 す
る た め の 受 信 側 信 号 端 子 (33)と 、 Ｇ Ｓ Ｍ の 送 信 回 路 か ら の 送 信 信 号 が 入 力 さ れ る べ き 送 信
側 信 号 端 子 (34)と 、 前 記 ２ つ の ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ の オ ン ／ オ フ を 制 御 す る た め
の 信 号 が 入 力 さ れ る べ き 制 御 端 子 (35)と を 有 し て い る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 又 、 第 ２ 送 受 信 回 路 (４ )は 、 Ｄ Ｃ Ｓ 及 び Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ の 信 号 の 送 受 信 を 切 り 換 え る た め
の ２ つ の ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ (47)(48)を 有 す る ス イ ッ チ ン グ 回 路 (41)と 、 Ｄ Ｃ Ｓ 及 び Ｗ －
Ｃ Ｄ Ｍ Ａ の 信 号 送 信 回 路 か ら の 不 要 な を 遮 断 す る た め の ロ ー パ ス フ ィ ル タ 回 路 (42)
と か ら な り 、 Ｄ Ｃ Ｓ 及 び Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ の 信 号 受 信 回 路 に 受 信 信 号 を 出 力 す る た め の 受 信 側
信 号 端 子 (43)と 、 前 記 送 信 回 路 か ら の 送 信 信 号 が 入 力 さ れ る べ き 送 信 側 信 号 端 子 (44)と 、
前 記 ２ つ の ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ (47)(48)の オ ン ／ オ フ を 制 御 す る た め の 信 号 が 入 力 さ れ る
べ き 制 御 端 子 (45)と を 有 し て い る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
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　 第 １ 送 受 信 回 路 (３ )の 第 １ 及 び 第 ２ ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ (37)(38)は 、 Ｄ Ｃ Ｓ 及 び Ｗ － Ｃ
Ｄ Ｍ Ａ の 送 受 信 時 に お い て も オ フ に 設 定 さ れ る 。 こ の 場 合 、 Ｄ Ｃ Ｓ の 送 受 信 帯 域 に 周 波 数
を 有 す る 信 号 は 、 図 ２ に 示 す ダ イ プ レ ク サ (２ )の 第 １ ト ラ ッ プ 回 路 に よ っ て ブ ロ ッ ク さ れ
る と 共 に 、 Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ の 送 受 信 帯 域 に 周 波 数 を 有 す る 信 号 は 、 に 示 す 第 ３ ト
ラ ッ プ 回 路 (５ a)に よ っ て ブ ロ ッ ク さ れ る 。 こ の 結 果 、 Ｄ Ｃ Ｓ 及 び Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ の 高 周 波
帯 域 の 信 号 の 第 １ 送 受 信 回 路 (３ )へ の 回 り 込 み が 阻 止 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ８ は 、 本 実 施 例 の 第 １ 送 受 信 回 路 (３ )の 構 成 を 図 １ に 示 す ロ ー パ ス フ ィ ル タ 回 路 (32)
を 省 略 し て 示 す も の で あ る 。
　 受 信 ラ イ ン (30a)に は 、 Ｇ Ｓ Ｍ の 送 受 信 信 号 の 波 長 の ４ 分 の １ の 長 さ に 相 当 す る マ イ ク
ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (36)が 直 列 に 介 在 し 、 該 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (36)と 受 信 側 信 号
端 子 (33)と の 間 の 接 続 線 路 に 第 １ ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ (37)の 一 端 が 接 続 さ れ る と 共 に 、 他
端 が 接 地 さ れ て い る 。 又 、 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ラ イ ン (36)と 受 信 側 信 号 端 子 (33)と の 間 の
接 続 線 路 に 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 の 一 端 が 接 続 さ れ る と 共 に 、 他 端 が 接 地 さ れ て い る 。 該
第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 は 、 イ ン ダ ク タ Ｌ ４ １ と コ ン デ ン サ Ｃ ４ １ か ら な る 直 列 共 振 回 路 に
よ っ て 構 成 さ れ 、 Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ の 送 受 信 帯 域 内 の 周 波 数 ｆ ３ に 共 振 周 波 数 を 有 し て い る 。
　 一 方 、 送 信 ラ イ ン (30b)に は 、 第 ２ ダ イ オ ー ド ス イ ッ チ (38)が 介 在 し て い る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 １ ４ は 、 図 １ に 示 す 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の ア ン テ ナ 共 用 器 (１ )の 信 号 通 過 特 性 、 及 び
図 １ ７ に 示 す 従 来 の デ ュ ア ル バ ン ド タ イ プ の ア ン テ ナ 共 用 器 (６ )の 信 号 通 過 特 性 の シ ミ ュ
レ ー シ ョ ン 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 又 、 図 １ ５ は 、 図 １ ４ の 縦 軸 の ０ ｄ ｂ ～ － ３ ｄ ｂ の
範 囲 を 拡 大 し て 示 す グ ラ フ で あ る 。
　 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の ア ン テ ナ 共 用 器 (１ )に お い て は 、 図 ２ に 示 す 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 (5
a)を 第 １ 送 受 信 回 路 (３ )側 に 追 加 す る こ と に よ っ て 、 図 １ ４ に 示 す 如 く 、 Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ の
送 受 信 帯 域 内 の 周 波 数 ｆ ３ に 新 た な 減 衰 極 が 追 加 さ れ て い る こ と が わ か る 。 こ れ に よ り 、
Ｇ Ｓ Ｍ 信 号 の 受 信 時 、 或 い は Ｄ Ｃ Ｓ 及 び Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ の 送 受 信 時 に は 、 Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ の 送
受 信 帯 域 に 周 波 数 を 有 す る 信 号 の 第 １ 送 受 信 回 路 (３ )側 へ の 回 り 込 み が 阻 止 さ れ る 。

【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 一 方 、 Ｇ Ｓ Ｍ 信 号 の 送 信 時 に は 、 図 ２ に 示 す 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 (5a)の ト ラ ッ プ 回 路 と し
て の 機 能 が 消 滅 す る の で 、 該 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 (5a)が Ｇ Ｓ Ｍ の 送 受 信 帯 域 に 周 波 数 を 有 す
る 信 号 を 減 衰 さ せ る こ と が な い 。 又 、 第 ３ ト ラ ッ プ 回 路 (5a)を 構 成 す る イ ン ダ ク タ Ｌ ２ １
の イ ン ダ ク タ ン ス と コ ン デ ン サ Ｃ ２ １ の 静 電 容 量 と の 積 を 一 定 に 保 ち つ つ 、 イ ン ダ ク タ Ｌ
２ １ と コ ン デ ン サ Ｃ ２ １ の 組 み 合 わ せ を 適 宜 選 択 す る こ と に よ り 、
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図 ２ 及 び ３

(5c)
(5c)

そ の
た め 、 図 １ ５ に 示 す 如 く 、 Ｗ － Ｃ Ｄ Ｍ Ａ 信 号 帯 域 で の 損 失 を 従 来 に 比 べ て 削 減 す る こ と が
で き る 。

Ｇ Ｓ Ｍ 信 号 の 送 受 信 帯
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域 に 周 波 数 を 有 す る 信 号 に 生 じ る 損 失 を 削 減 す る こ と が 出 来 る 。
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